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参考資料１ 

 

次期学習指導要領における各学校段階間の接続等について 

（中央教育審議会「次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議のまとめについて」から抜粋） 

 

学習指導要領等の枠組みの見直し 

全ての教科等について，それらを学ぶことでどのような力が身に付くのかを，資質・

能力の三つの柱に沿って明確にし，幼児教育から高等学校教育までを見通しながら，教

育目標や教育内容を再整理。 

全ての学習の基盤となる力や，現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力が，

教科等を越えて教育課程全体を通じて育成されるよう，教科等との関係や，教育課程全

体としての教科横断的なつながりを明示。 

学校教育がどのような資質・能力の育成を目指しているのかを，教育課程を通じて家

庭・地域と共有し，「社会に開かれた教育課程」の理念のもと，学校と家庭・地域との

連携・協働を活性化。 

子供一人一人の資質・能力の育成を支援する視点に立ち，特別支援教育や日本語の能

力に応じた指導などを教育課程全体にわたって重視。一人一人の学習課題や進路等に応

じて，個に応じた指導やキャリア教育なども重視。 

 

学校段階別の改善の方向性 

各学校段階間の接続を重視し，「初等中等教育の終わりまでに育成を目指す資質・能

力は何か」「義務教育の終わりまでに育成を目指す資質・能力は何か」といった見通し

を持ちながら，それぞれ以下のような方向性に基づき改善。 

 

 

 幼児教育  ５歳児修了時までに育ってほしい具体的な姿を明確にし，幼児教育の学び

の成果が小学校と共有されるよう工夫・改善。 

 

 小 学 校  小学校の学びはゼロからスタートするのではなく，幼児期の学びの上に育

まれるものであることから，生活科を中心とした「スタート・カリキュラ

ム」等を通じて，保幼小連携を図っていくことが重要。また，小･中学校間で

育成を目指す資質・能力を共有し，義務教育９年間を通じた資質・能力の育

成を図ることも重要。 
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 中 学 校  義務教育を終える段階で求められる資質・能力を確実に育み，その成果を

高等学校教育等のその後の学びに円滑に接続させていくことが必要。小･中学

校間で育成を目指す資質・能力を共有したり，中学校区内で教職員間・保護

者間の連携を促進したりするなど，義務教育９年間を通じた資質・能力の育

成を図るとともに，その成果を高等学校で受け止め，子供の学習課題に応じ

て学び直しを行うなど，高等学校における「共通性の確保」を確かなものに

していくことが必要。 

 

 高等学校  高大接続改革の動きを踏まえながら，高等学校において育成が求められる

資質・能力を確実に育み，社会生活や高等教育に学びの成果をつなげていく

という視点で改善。教科・科目選択の幅の広さを生かし，育成を目指す資

質・能力を明確にして教育課程を編成することが重要。そうした中で，生徒

の多様な学習課題を踏まえ，学校設定教科・科目の開設による学び直しの充

実も促進。社会で生きていくために必要となる力を共通して身に付ける「共

通性の確保」と，一人一人の生徒の進路に応じた多様な可能性を伸ばす「多

様性への対応」の観点を軸にしながら，教科・科目構成を見直し。 

 

  大 学   地域社会，国際社会，産業界等社会のあらゆる分野における大きくかつ急

激な変化に向き合い，生涯を通じて不断に学び，考え，予想外の事態を乗り

越えながら，自らの人生を切り開き，より良い社会づくりに貢献していくこ

とのできる人間を育てることが，国公私立を問わず，また，入学に係る選抜

性の高低にかかわらず，大学教育に課された使命。大学への入学は単なる

「入口」に過ぎず，充実した大学教育を通じて学生一人一人が能動的に学

び，鍛えられ，「出口」である卒業時点で社会の各分野で活躍できる人材に

成長することこそが重要。（「高大接続システム改革会議 最終報告」から抜粋） 

 

 生涯学習  これからの地域社会においては，地域住民が，学習を通じて知識や技能を

身に付けるとともに，市民性を備え，地域の課題解決や様々な地域活動等に

参画していくことが求められており，生涯学習は，このような地域づくりの

支え手，担い手の育成のためにも一層重要になってくる。生涯学習は，国民

一人一人が，充実した心豊かな生活を送り，地域社会に参画し，職業生活に

必要な知識の習得等により経済的にも豊かな生活を送ることを可能とするも

のであり，これにより，社会が活性化され，我が国の持続的発展に資するも

のといえる。生涯学習を通じて「全員参加による課題解決社会」を実現して

いくためには，各種課題に対応する多様な学習機会を充実し，一人一人の可

能性を高めていくことに加え，生涯学習が個人の自発的意思に基づいて行わ
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れることを基本としつつも，学習した成果が適切に評価され，それが活用と

有機的につながる環境を整備することを両輪で進めることにより，「学び」

と「活動」の循環を形成していくことが重要。 

（中央教育審議会答申「個人の能力と可能性を開花させ，全員参加による課題解決社会を

実現するための教育の多様化と質保証の在り方について」から抜粋）  


